
ピュリッツァー賞カメラマンが戦場で見つめた悲しみと希望。
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1沢 基地の写 真店で、のちに奏となるサタと

||1会 った沢 LTI.ム、るさと青森の原 llt景 をカメラに

収めながら腕をみがき、東京へ、■界へ、思いを

広げていきます.
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)・ .,一 をti li  そして「安全への逃 illi_
‐′t● :■ ■ 1でビニリ′′‐―賞モjl■ 呼く‖1に
一流写真家の仲間入りを来たします i
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激しい戦トコt「 ,さ なかでも、沢国の限は被写体に

書り添っていましたし疵れ ,tてた兵 |:や嘆き悲しむ

:∫ 民の′亡ヽの声を切りJてることが、戦争をキはじること

I)|力いだったのです [
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た́い=Jそう願っていた沢田は、行く先 で々懸命

こ.|:き る 11ヽ1や 子供たちの実顔を与:しました。
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ベトナム フエでの市街戦 11968年 2月 )
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韮民キャンプに退避する市民 (1968年 イ月
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ベトナム フエでの市街戦 (1968年 2月 ) 香港の街角で■969年 )


